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第4号� ◎1999年（平成11年）6月30日号�

理
事
会
・
評
議
員
会
を
開
催
�

　
博
覧
会
協
会
で
は
、
三
月

十
九
日
に
第
五
回
の
、
ま
た

六
月
十
五
日
に
第
六
回
の
理

事
会
・
評
議
員
会
を
開
催
し
、

そ
れ
ぞ
れ
平
成
十
一
年
度
の

収
支
予
算
・
事
業
計
画
、
平

成
十
年
度
の
決
算
・
事
業
報

告
に
つ
い
て
承
認
を
得
ま
し

た
（
概
要
は
次
項
の
と
お

り
）
。�

　
ま
た
、
博
覧
会
の
会
場
予

定
地
で
オ
オ
タ
カ
の
営
巣
が

確
認
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

六
月
の
理
事
会
・
評
議
員
会

で
豊
田
会
長
は
「
博
覧
会
を

実
施
す
る
中
で
オ
オ
タ
カ
の

保
護
を
行
う
こ
と
は
、
ま
さ

に
、
本
博
覧
会
の
テ
ー
マ
で

あ
る
自
然
の
叡
智
を
体
現
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
二
十

一
世
紀
に
お
け
る
自
然
と
人

間
と
の
新
し
い
関
係
を
見
い

だ
す
べ
く
、
こ
の
問
題
の
解

決
に
向
け
て
関
係
者
が
力
を

あ
わ
せ
て
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
の

考
え
を
挨
拶
の
中
で
示
し
ま

し
た
。�

■
平
成
十
一
年
度
収
支
予
算�

  

予
算
額
は
、
収
入
・
支
出
と

も
に
六
十
五
億
九
千
二
百
万
円

で
、
十
年
度
予
算
と
比
較
す
る

と
、
三
十
三
億
四
千
万
円
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

■
平
成
十
一
年
度
事
業
計
画�

  

平
成
十
年
度
の
事
業
成
果
を

さ
ら
に
本
格
化
す
る
た
め
、
よ

り
具
体
的
な
会
場
基
本
計
画
の

検
討
及
び
環
境
影
響
評
価
の
実

施
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市

民
参
加
促
進
事
業
、
広
報
普
及

活
動
、
Ｂ
Ｉ
Ｅ
（
博
覧
会
国
際

事
務
局
）
へ
の
登
録
申
請
準
備

等
を
強
力
に
展
開
し
ま
す
。�

■
組
織
の
強
化�

　
今
後
業
務
量
が
増
大
す
る
こ

と
に
伴
い
、
協
会
の
組
織
を
拡

充
・
強
化
い
た
し
ま
し
た
。
従

来
の
部
課
制
を
グ
ル
ー
プ

（
室
）
・
チ
ー
ム
制
に
変
更

し
、
弾
力
的
な
人
員
配
置
が
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
新
設

部
署
と
し
て
、
広
報
室
、
出
納

室
、
市
民
参
加
促
進
グ
ル
ー

プ
、
財
務
グ
ル
ー
プ
、
資
金
グ

ル
ー
プ
を
設
置
し
ま
し
た
。�

■
平
成
十
年
度
事
業
及
び�

決
算
報
告�

　
博
覧
会
の
全
体
構
想
及
び
会

場
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
企
画

調
整
会
議
や
会
場
計
画
・
環

境
・
観
客
輸
送
・
コ
ン
セ
プ
ト

の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

も
と
検
討
を
進
め
る
な
ど
、
着

実
に
事
業
を
執
行
し
ま
し
た
。�

  

決
算
額
は
、収
入
合
計
二
十
二

億
五
千
九
百
万
円
、支
出
合
計

二
十
一
億
九
千
七
百
万
円
、次
期

繰
越
六
千
二
百
万
円
で
し
た
。�

オオタカの保護について語る豊田章一郎会長�

長期（2002年度～2005年度）業務計画案�

中期（2000年度～2001年度）業務計画案�

1.参加招請�
　登録申請関連�
　参加招請�
�
2.会場計画�
　会場計画�
　恒久施設の選定（※）�
3.環境影響評価�
4.展示、催事等�
展示、催事�
開・閉会式等式典�
5.資金�
財務委員会�
資金募集�
6.広報�
広報委員会�
ポスター（シンボルマーク入り）�
ハノーバー博対応�
7.市民参加�
8.イベント�

4月～9月� 10月～3月 4月～9月� 10月～3月 

参加招請活動の展開�

基本設計・実施設計�

追跡調査等�

具体策の展開�

基本計画策定� 実施計画策定・設計作業�

基本方針決定� 実施計画策定�

＊設立�

＊作成�

6/1
ジャパンデー（7/25）�

10/31日本館におけるPR等� ＊旗渡しセレモニー�

＊国際シンポジウム� ＊国際シンポジウム�

（※）国、県などの主導のもと展開�

●2002年度�
�

●2003年度�
�＊会場建設工事着工�

＊ナショナルデー実施要領策定�
＊開・閉会式実施計画策定�
＊参加招請活動の展開�
＊協賛イベント開催�
＊入場券（２年前券）販売活動�
＊1000日前イベント�

＊参加招請活動の中間とりまとめ�
＊出展国政府代表者会議�
＊ＶＩＰ招待調整�
＊運営スタッフ採用開始�
＊500日前イベント、１年前イベント�

●2004年度�
�

●2005年度�
�＊万博村供用開始�

＊現地プレスセンター開設�
＊開催準備・調整�
＊会場建設工事完了�
＊博覧会開幕（3/25）�

＊博覧会開催�
＊博覧会閉幕（9/25）�

１．ＢＩＥ登録申請�
　ＢＩＥ登録関連�
　申請原稿作成�
２．会場計画�
　会場計画�
　恒久施設の選定（※）�
３．テーマの展開等�
　テーマの具体化�
　展示・催事基本方針�
　参加招請条件等検討�
４．環境影響評価�
５．資金�
　資金計画�
　財務委員会設立準備�
６．広報�
　広報委員会�
　シンボルマーク�
　昆明博でのＰＲ�
７．市民参加 �
８．イベント�

４月～６月� ７月～９月 10月～12月� 1月～3月�

ＢＩＥ登録申請�

施設配置計画�

準備� 決定�

5/1 10/31＊ジャパンデー（7/19）�

全体計画の検討・具体策の展開�

＊キッズプレイキャンパス�

 環境影響評価手続き・追跡調査 

＊2000日前イベント�
＊国際シンポジウム�
＊国際アイデアコンペ表彰�

基本設計�

　
博
覧
会
協
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
一
九
九
九
年
度
か
ら
二
〇
〇
五
年
度
ま
で
の
業
務

計
画
案
を
策
定
し
ま
し
た
。
�

　
今
年
度
は
、
来
年
半
ば
に
予
定
さ
れ
て
い
る
B
I
E
（
博
覧
会
国
際
事
務
局
）
総

会
に
よ
る
承
認
に
向
け
て
、
会
場
計
画
や
資
金
計
画
な
ど
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、

博
覧
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
新
た
に
制
定
す
る
予
定
で
す
。
�

　
中
期
的
（
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
二
〇
〇
一
年
度
）
に
は
海
外
へ
の
参
加
招
請
活
動

の
展
開
、
会
場
計
画
の
基
本
・
実
施
設
計
、
展
示
お
よ
び
催
事
等
の
基
本
・
実
施
計

画
の
策
定
、
さ
ら
に
来
年
開
催
さ
れ
る
ド
イ
ツ
の
ハ
ノ
ー
バ
ー
博
の
日
本
館
で
の

P
R
活
動
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
二
〇
〇
二
年
度
以
降
の
長
期
計
画
で
は
会
場
建
設
、
入
場
券
の
販
売
、
現
地
プ
レ

ス
セ
ン
タ
ー
開
設
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
二
〇
〇
五
年
三
月
二
十
五
日
開
幕
に
向
け

て
業
務
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
�

（※）国、県などの主導のもと展開�

●会場候補地●�

愛知県瀬戸市南東部�

●開催期間●�

２００５年３月２５日～９月２５日�

２００５年日本国際博覧会�
�

四半期�
項目�

半期�
項目�

＊BIE総会による承認�
＊参加招請状発出�

◎
博
覧
会
協
会
の
業
務
計
画
を
策
定�

2
0
0
5
年
開
催
へ
着
実
に
取
り
組
み
�

短期（1999年度）業務計画�



　
今
回
の
公
開
セ
ッ
シ
ョ
ン
は

博
覧
会
の
テ
ー
マ
を
表
現
し
、

二
十
一
世
紀
の
世
界
の
人
々
に

共
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
は
何
か
を
、
議
論

の
段
階
か
ら
市
民
の
皆
さ
ま
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
幅
広
い

視
点
か
ら
考
え
る
た
め
に
実
施

し
た
も
の
で
す
。�

　
内
容
は
名
古
屋
、
東
京
会
場

と
も
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
構
成
し
ま
し

た
。
基
調
講
演
は
両
会
場
と
も

（
社
）
日
本
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ナ
ー
協
会
会
長
、（
株
）日

本
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
代
表
取

締
役
の
永
井
一
正
さ
ん
が
「
国

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
　
そ
の
歴
史
と
役
割
」

と
題
し
て
過
去
の
博
覧
会
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
の
事
例
を
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
て
説
明
し
、
デ
ザ
イ
ン
の

与
え
る
影
響
や
、
こ
れ
か
ら
の

あ
り
方
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し

た
。�

　
続
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
両
会
場
と
も
残

間
里
江
子
さ
ん
（
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
、
そ
れ
ぞ
れ
五
人
の
パ
ネ
リ

ス
ト
に
よ
る
討
論
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。�

　
名
古
屋
会
場
で
は
、
伊
丹
敬

之
さ
ん
（
一
橋
大
学
商
学
部
教

授
）
、
岡
本
滋
夫
さ
ん
（
名
古

屋
造
形
芸
術
大
学
教
授
）
、
日

比
野
克
彦
さ
ん
（
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
）
、
松
永
　
真
さ
ん
（
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
、
森

旬
子
さ
ん
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ナ
ー
）
。�

　
東
京
会
場
で
は
、
浅
葉
克
己

さ
ん
（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
）
、
高
北
幸
矢
さ
ん
（
視
覚

環
境
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
、
中
沢
新

一
さ
ん
（
中
央
大
学
総
合
政
策

学
部
教
授
）
、
原
　
研
哉
さ
ん

（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ

ー
）
、
山
内
瞬
葉
さ
ん
（
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
を
迎

え
ま
し
た
。�

　
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
、
伊

丹
さ
ん
、
中
沢
さ
ん
か
ら
博
覧

会
の
開
催
概
要
、
意
義
、
会
場

計
画
、
テ
ー
マ
を
わ
か
り
や
す

く
し
た
十
二
の
森
構
想
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
さ
れ
た
あ
と
、

デ
ザ
イ
ン
の
あ
り
方
と
今
後
望

ま
れ
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
あ

り
方
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
会
場
参
加
者
か
ら
の

質
問
に
各
パ
ネ
リ
ス
ト
が
答
え

て
い
く
な
ど
有
意
義
な
討
論
会

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
参
加
者
は
若
い
人
が
多
く
、

十
代
と
二
十
代
の
人
で
六
割
を

超
え
ま
し
た
。
会
場
で
回
答
し

て
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
２
０
０
５
に
参
加
し
て
み

た
い
と
い
う
声
が
全
体
の
四
分

の
三
以
上
あ
り
、
博
覧
会
へ
の

参
加
意
識
が
高
い
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。�

　
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
が
大
型
イ

ベ
ン
ト
の
成
否
に
影
響
を
及
ぼ

す
と
思
う
人
が
八
割
を
超
え
、

博
覧
会
の
よ
う
な
大
規
模
事
業

に
は
デ
ザ
イ
ン
が
大
き
な
役
割

を
果
た
す
と
考
え
る
人
が
多
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。�

　
今
後
は
、
こ
の
討
論
会
で
頂

い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
の
制
作
に
活
か
し
て

ま
い
り
ま
す
。�

1999年6月30日号◆2

永井一正さんの基調講演�

名古屋会場での公開セッション�
（写真左から残間里江子、伊丹敬之、岡本滋夫、日比野克彦、松永 真、森旬 子の各氏）�

東京会場での公開セッション�
（写真左から残間里江子、中沢新一、浅葉克己、高北幸矢、原 研哉、山内瞬葉の各氏）�

　EXPO2005は「参加型の博覧会」です。その一環として、広く
国内外の方から多様な「森の博覧会のアイデア」を募集しています。�
　森の自然と調和し森を舞台とする博覧会として、自然と人間の
コミュニケーションを創造するアイデアをお待ちしています。�
●15歳以下と一般（16歳以上）の2部門制です。�
●個人でもグループでもOK。�
●締め切りは1999年7月31日（土）（当日消印有効）�
●発表は1999年9月下旬の予定。�
●最優秀賞には賞金100万円（一般の部）�
●応募先：〒101ー8681 東京都千代田区神田郵便局 私書箱　
202号ＨHＤ 2005年日本国際博覧会国際アイデアコンペ事務局�
●詳しくは、TEL03-5446-4939  FAX03-5446-8795�
　　　　  ホームページ　http://www-idea.expo2005.or.jp/

締め切り／７月３１日（土）�

◎
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
制
定
に
向
け
て
�



3◆EXPO 2005だより�

■実施日程／1999年8月5日（木）～8日（日）

（3泊4日）■参加費／10,000円■会場／愛

知県瀬戸市（愛知県労働者研修センター・

瀬戸市定光寺野外活動センター）■募集

人数／各コース20名程度　合計80名■応

募資格／小学校6年生～高校2年生の男

女（昭和57年4月2日～昭和63年4月1日生ま

れの男女）■応募方法／①ご希望のコース

（衣・食・住・遊のいずれか１つ）、②その選

択理由、③お名前、④住所、⑤性別、⑥生

年月日、⑦電話番号を明記のうえ、FAXまた

は封書にて下記までお申し込み下さい。�

■応募締切／1999年7月12日（月）必着�

■お問い合わせ・お申し込み先／�

EXPO2005 キッズ・プレイキャンパス’99事務局�

〒460－8445　名古屋市中区栄4-16-36�

TEL&FAX　052-242-5630

　
『
生
き
の
び
る
た
め
の
デ
ザ

イ
ン
』
と
い
う
本
を
書
い
た
ヴ

ィ
ク
タ
ー
・
パ
パ
ネ
ッ
ク
は
、

か
っ
て
、
い
ま
だ
に
流
行
遅
れ

に
も
な
ら
ず
、
今
後
も
決
し
て

な
ら
な
い
だ
ろ
う
デ
ザ
イ
ン
の

最
良
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
「
自

然
」
で
あ
り
、
環
境
か
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
ま
で
、
現
在
、
人
類
が

ぶ
つ
か
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
は
、
自
然
系
、
生
命
系
の

全
体
に
お
い
て
は
す
で
に
解
決

済
み
で
あ
る
と
語
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
意
味
深
い
指
摘
は
、

２０
世
紀
の
終
り
に
生
き
る
私

た
ち
が
常
に
思
い
起
こ
し
て
ゆ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
私
が
、
二
○
○
五
年

日
本
国
際
博
覧
会
に
参
加
し
よ

う
と
思
っ
た
の
も
、「
自
然
」
と

い
う
人
類
に
と
っ
て
の
最
良
の

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
新
し
い
形
で

読
み
解
い
て
い
く
試
み
に
、
芸

術
文
化
の
視
点
か
ら
取
り
組
ん

で
み
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。�

　
私
た
ち
は
今
、
「
自
然
」
と

い
う
概
念
な
ど
消
え
て
し
ま
っ

た
か
の
よ
う
な
時
代
に
生
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
そ
う
し
た
危

う
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
「
自

然
」
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
、
ど

の
よ
う
に
受
け
と
め
て
ゆ
く
べ

き
か
を
考
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

　
そ
し
て
見
逃
し
て
は
な
ら
な

い
の
は
、
実
は
日
本
と
い
う
国

が
、
こ
の
「
自
然
」
の
な
か
に

潜
む
特
別
な
精
神
や
情
報
を
す

く
い
だ
し
、
深
め
、
洗
練
さ
せ

て
ゆ
く
技
術
の
体
系
を
長
い
時

間
を
か
け
て
培
っ
て
き
た
場
所

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば

日
本
の
芸
術
文
化
と
自
然
は
わ

か
ち
が
た
く
む
す
び
つ
き
、
有

機
的
な
関
係
の
歴
史
を
つ
く
り

あ
げ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
有
機

的
な
関
係
の
形
式
は
一
定
の
も

の
と
い
う
よ
り
、
状
況
や
時
代

に
応
じ
て
無
限
の
変
化
を
見
せ

て
い
ま
す
が
、
共
通
す
る
の

は
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
は
人
間

が
中
心
に
な
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
自
然
の
手
に
自
ら
を
委

ね
、
自
然
の
な
か
に
溶
け
込

み
、
そ
こ
へ
消
え
去
っ
て
ゆ
こ

う
と
す
る
方
向
を
抱
え
込
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。�

　
「
自
然
」
と
は
私
た
ち
の
外

に
す
で
に
あ
る
も
の
と
い
う
よ

り
、
私
た
ち
の
内
部
に
生
ま
れ

て
く
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
大
き
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
の

変
革
の
時
代
に
生
き
て
い
る
私

た
ち
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
認

識
は
、
自
ら
も
ま
た
「
自
然
」

で
あ
る
と
感
じ
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
「
自
然
」
で

あ
る
と
感
じ
る
と
は
、
自
分
の

な
か
に
「
自
然
」
を
発
見
し
、

同
時
に
「
自
然
」
を
自
己
の
よ

う
に
と
ら
え
て
ゆ
く
こ
と
に
他

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
認

識
か
ら
始
ま
る
実
践
や
行
為
に

よ
っ
て
生
ま
れ
る
新
し
い
結
晶

や
種
子
を
２１
世
紀
の
万
博
は
切

実
に
求
め
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。�

こ
の
ほ
ど
博
覧
会
の
新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
し
て
配
布
を
始
め
ま
し
た
。�

そ
れ
ぞ
れ
日
本
語
、英
語
、中
国
語
版
が
あ
り
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
フ
ラ
ン
ス
語
版
も
制
作
し
ま
し
た
。�

　
博
覧
会
協
会
で
は
、博
覧
会
の
企
画
・
運
営
に
つ
い
て
、さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
の
皆
さ
ん
に
委
員
と
し
て
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、委
員
の
皆
さ
ん
の

博
覧
会
に
対
す
る
ご
意
見
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

　
今
回
は
、企
画
運
営
委
員
並
び
に
広
報
広
聴
委
員
で
デ
ザ

イ
ン
専
門
委
員
会
の
座
長
で
も
あ
る
多
摩
美
術
大
学
の
伊
藤

俊
治
教
授
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

委 員 か ら の�

メ ッ セ ー ジ�

自
分
の
な
か
の「
自
然
」、「
自
然
」の
な
か
の
自
分
�

大
人
は
、僕
ら
を
と
め
ら
れ
な
い
。�

　夏は一年の頂上にある。その夏に出会ったことは、それから冬が何回

来ようとも、君は忘れない。�

　キッズプレイキャンパスは、この夏、熱い風が吹き渡る丘の頂上で開催される。

４人の素晴らしいおとなと、８０人のキッズがそこに出会う。着ること、食べること、

住むこと、遊ぶこと、それがこのキャンパスの主要４科目。でもそれだけじゃない。

太陽が照り、風が吹くこの丘に何が起きるのかまだ誰も知らない。それを創るた

めに、君は、からだと心だけを持って、一人で来てくれ。�

衣コース�

食コース�

日常の身につける行為とは違うことをしてみましょう。

自分で作った帽子で、自分をどんな風に開放し、

変身できるか楽しみです。�

講師：ひびの こづえ さん （コスチュームアーティスト）�

地球を身につける！�
コスチュームアートコース�

夏の青い空の下で、仲間とふれあい、大地の恵み

を素材に、ぼくたち自身の料理を作ろう。さあ、料理

の世界へ探検しに出かけよう。�

講師：脇屋 友詞 さん　（パンパシフィックホテル横浜「トゥーランドット」中国料理  総料理長）�

地球の恵み再発見！�
アース・クッキングコース�

住コース�
自然や環境を意識した素材を用い、自然と人との

共生を表現した「僕の家」のデザインを創作し、

実際に製作します。�

講師：隈 研吾 さん　（建築家、ＥＸＰＯ２００５会場計画ＰＴリーダー）�

地球が素材！�
リビング・アートコース�

遊コース�
600年前に生まれた心身共に健康な狂言の笑い

を自分の心で感じ、けい古を通じて未来に翔くみ

んなの感性を育てよう。�

講師：和泉 元彌 さん　（狂言師、和泉流二十世宗家）�

地球も大笑い！�
グローバル狂言コース�

　キッズ・プレイキャンパスは2005年日本国際博覧会のプレイベ
ントとして子供たちを対象として開かれるサマーキャンプです。博
覧会のテーマである「自然の叡智」にちなんで、「からだのふるまい」
をキーワードに「衣」「食」「住」「遊」の４コースが展開されます。
４人のプロフェッショナルが、参加者とともにモノづくりを行い、ワ
ークショップ型のサマースクールを体験します。�
　このイベントは、博覧会協会企画運営委員である東京大学船
曳建夫教授のご提案によって、”博覧会の成果を継承するのは
次代を担う子供たちである”という視点のもと博覧会協会が関
係の皆さまとともに実行委員会を組織して準備をしているものです。�

【参加要項】�

伊藤俊治教授�

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
Ａ
４
判

２８
ペ
ー
ジ
で
、
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２

０
０
５
の
特
徴
、
展
示
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
考
え
方
を
示
し
た
「
十

二
の
森
」
構
想
、
会
場
基
本
計

画
や
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

こ
れ
ま
で
に
検
討
さ
れ
て
き
た

内
容
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め

ま
し
た
。
ま
た
、
「
一
五
〇
年

の
感
動
」
と
題
し
て
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
の
歴
史
を
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
も
で

き
ま
す
。
各
ペ
ー
ジ
の
背
景
に

は
森
の
イ
メ
ー
ジ
イ
ラ
ス
ト

に
、
博
覧
会
協
会
の
一
九
九
九

年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
で
話
題
に
な

っ
た
江
戸
時
代
の
図
鑑
「
本
草

図
説
」
（
高
木
春
山
作
、
西
尾

市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
）
に
収
録
さ

れ
て
い
る
動
植
物
や
鉱
物
を
あ

し
ら
っ
た
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
イ
メ

ー
ジ
が
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は

本
博
覧
会
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
自

然
の
叡
智
」
を

視
覚
的
に
訴
え

る
と
と
も
に
、
テ
ー
マ
を
も
と

に
何
か
が
生
み
出
さ
れ
つ
つ
あ

る
博
覧
会
の
姿
を
表
現
し
て
い

ま
す
。�

　
一
方
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
Ａ
４

判
の
三
つ
折
り
で
博
覧
会
の
コ

ン
セ
プ
ト
や
会
場
基

本
計
画
な
ど
の
現
在

ま
で
の
検
討
状
況
を

概
説
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。�

参 加 者 募 集�

船曳 建夫 さん�
（ふなびき　たけお）�

（わきや　ゆうじ）�

（くま　けんご）�

（いずみ　もとや）�

ゆ
だ�

はばた�



EXPO  2005  トピックス�

　
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
（
太
平
洋
ア
ジ
ア

観
光
協
会
）
の
年
次
総
会
が
、

四
月
十
八
日
か
ら
二
十
二
日
ま

で
、
名
古
屋
国
際
会
議
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
、太
平
洋
ア
ジ
ア

地
域
の
観
光
発
展
を
目
的
に
設

立
さ
れ
た
団
体
で
、各
国
の
政
府

機
関
や
旅
行
業
者
、ホ
テ
ル
業
者

な
ど
が
会
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
千
六
百
人
（
う
ち
海
外
か
ら

八
百
人
）
が
集
ま
っ
た
今
回
の

Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
総
会
は
、
博
覧
会
を

Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
り

ま
し
た
。�

　
中
で
も
、四
月
二
十
日
の
ラ
ン

チ
ョ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、ビ
デ

オ
に
よ
る
博
覧
会
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、各
国
の
政
府

関
係
者
や
観
光
業
者
に
対
し
、二

〇
〇
五
年
に
日
本
で
国
際
博
覧

会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
強
く

印
象
づ
け
ま
し
た
。�

　
さ
ら
に
、
四
月
二
十
一
日
の

全
体
会
議
で
は
、
「
メ
ガ
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
と
そ
の
活
用
」
の

テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
二
〇
〇
〇

年
の
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

や
二
〇
〇
二
年
の
日
韓
サ
ッ
カ

ー
W
杯
と
と
も
に
、
二
〇
〇
五

年
の
日
本
国
際
博
覧
会
が
事
例

と
な
り
ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
壇
上
に
立
っ
た
博
覧
会

協
会
の
黒
田
事
務
総
長
は
、
ビ

ジ
ュ
ア
ル
を
使
っ
て
博
覧
会
の

概
要
を
説
明
し
、
全
体
会
議
の

参
加
者
に
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
の
魅
力
を

訴
え
ま
し
た
。
�

　
旅
の
総
合
見
本
市
で
あ
る
「
旅

フ
ェ
ア
’９９
」
が
、
四
月
二
十
一

日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
、
ナ
ゴ

ヤ
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
博
覧
会
協
会
の
ブ
ー
ス
の
中

で
来
場
者
の
皆
様
に
好
評
を
博

し
た
の
は
、
２
０
０
５
の
数
字

が
揃
え
ば
、
万
博
せ
ん
べ
い
な

ど
の
賞
品
が
当
た
る
「

E
X
P
O
ス
ロ
ッ
ト
」
ゲ
ー
ム

で
し
た
。
合
計
二
五
〇
を
越
え

る
出
展
ブ
ー
ス
の
中
で
も
長
い

人
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
�

　
（
旅
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
主

催
）
�

［旅フェア’99］�

［ＰＡＴＡ総会］�

ワクワク�
ドキドキ�

ふれあいの春�

博覧会も瀬戸市も�
ハッピーバースデイ�
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恒
例
の「
春
の
ふ
れ
あ
い
広
場
」

が
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
の
五

月
二
、三
日
に
東
京
・
渋
谷
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー
前
広
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。    �

　
博
覧
会
協
会
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス

で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え

頂
い
た
お
客
さ
ま
に
、
も
れ
な

く
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
グ
ッ
ズ
が
あ
た
る

「
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
」を
実
施
。

特
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
キ
ャ
ッ
プ
、

万
博
せ
ん
べ
い
な
ど
が
人
気
を

呼
び
、
パ
ビ
リ
オ
ン
前
さ
な
が

ら
に
ゲ
ー
ム
を
待
つ
長
蛇
の
列

が
で
き
ま
し
た
。
お
待
ち
頂
く

お
客
さ
ま
に

は
、
新
し
い
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
や

協
会
イ
ベ
ン
ト

の
紹
介
チ
ラ
シ

を
配
布
、
会
場

空
撮
写
真
パ
ネ

ル
や
博
覧
会
の

検
討
状
況
の
紹

介
ビ
デ
オ
を
ご

覧
頂
く
な
ど
大

い
に
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。�

　
両
日
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
た

今
年
は
、
二
日
間
で
七
万
三
千

人
が
来
場
し
、
終
日
多
く
の
家

族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。� 好評を博したEXPOスロットゲーム�

各国の観光関係者が集まったランチョンミーティング�

EXPO2005を説明する黒田事務総長�
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スマートボールを楽しむ親子�

黒田事務総長が�
EXPO 2005を紹介�

スロットとマジックでPR
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Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
０
５
開
催
決

定
二
周
年
と
瀬
戸
市
制
施
行
七

十
周
年
を
記
念
し
て
、
六
月
十

三
日
に
瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー

と
南
公
園
芝
生
広
場
に
お
い
て

「
１
９
９
９
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス

デ
イ
　
ｔ
ｏ
　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０

０
５
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

梅
雨
の
あ
い
ま
の
晴
天
に
恵
ま

れ
、
た
く
さ
ん
の
人
出
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
�

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク
で
は
�

神
田
愛
知
県
知
事
、
豊
田
博
覧

会
協
会
会
長
、
増
岡
瀬
戸
市
長

が
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
０
５
に
か
け

る
夢
と
期
待
を
語
り
ま
し
た
。

神
田
知
事
は
「
二
十
一
世
紀
は

環
境
が
重
視
さ
れ
る
時
代
。
オ

オ
タ
カ
の
営
巣
が
発
見
さ
れ
た

こ
と
は
む
し
ろ
い
い
試
練
・
課

題
で
あ
り
、
こ
れ
を
克
服
す
る

中
で
世
界
中
に
向
か
っ
て
二
十

一
世
紀
の
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
提
示
し
て
い
き
た

い
」
。
豊
田
会
長
は
「
二
十
一

世
紀
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会

の
到
来
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
夢
が
実

現
す
る
だ
ろ
う
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
博
覧
会
で
皆
さ

ん
の
持
っ
て
い
る
夢

や
ア
イ
デ
ア
を
実
現

し
て
い
く
よ
う
な
も

の
に
し
て
い
き
た

い
」
。
増
岡
市
長
は

「
瀬
戸
市
は
土
地
の

約
七
割
が
緑
豊
か
な

山
。
そ
の
緑
と
調
和

し
た
、
散
策
し
な
が

ら
遊
べ
る
よ
う
な
環

境
の
博
覧
会
に
し
た
い
。
ま
た

瀬
戸
市
を
心
の
ふ
る
さ
と
と
す

る
よ
う
な
博
覧
会
の
位
置
づ
け

を
し
た
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
情
熱
を
も
っ
て
語
り

ま
し
た
。
�

　
そ
の
後
、
「
二
〇
〇
五
年
へ

キ
ッ
ク
オ
フ
」
と
題
し
、
地
元

Ｊ
リ
ー
グ
の
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ

ス
エ
イ
ト
の
サ
ン
チ
ェ
ス
監
督

や
平
野
孝
選
手
を
招
い
て
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
サ
ッ
カ
ー
も
博
覧
会
も
サ

ポ
ー
タ
ー
の
果
た
す
役
割
が
大

き
い
な
ど
の
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
�

 
ま
た
南
公
園
芝
生
広
場
で
は

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開

か
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
が
買
物

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
�


